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毎
年
、
新
潟
ま
つ
り
か
ら
お

盆
の
時
期
に
か
け
て
、
子
ど
も

た
ち
の
家
族
が
次
々
に
孫
の
夏

休
み
を
利
用
し
て
わ
が
家
に
や

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
幼
い
孫
た

ち
が
家
の
中
に
い
る
と
、
普
段

静
か
な
家
の
中
が
に
ぎ
や
か
さ

を
通
り
越
し
て
喧
騒

け
ん
そ
う

そ
の
も
の

と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
見
る
幼
い
孫
た

ち
の
成
長
は
目
を
見
張
る
ば
か

り
で
、
遊
び
や
会
話
の
内
容
、

身
振
り
手
振
り
の
状
況
な
ど
、

年
々
大
人
び
て
く
る
の
が
良
く

分
か
り
ま
す
。
普
段
一
緒
に
住

ま
ず
離
れ
て
い
る
だ
け
に
、
な

強
く
残
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

今
年
は
私
も
一
緒
に
海
で
泳

い
で
き
ま
し
た
。
砂
浜
で
熱
い

砂
を
胸
に
か
き
寄
せ
て
、
冷
え

た
体
を
温
め
て
い
る
と
、
遠
き

わ
が
幼
き
日
の
学
校
町
浜
で
の

海
水
浴
の
光
景
が
よ
み
が
え
る

よ
う
な
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
の

で
し
た
。

敬け
い

の
念
や
親
し
み
を
感
じ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

小
学
校
５
年
生
の
孫
の
学
校

か
ら
の
推
薦
図
書
に
、
青
木
和

雄
氏
著
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス

デ
ー
」
と
い
う
本
が
あ
り
ま
し

た
。
一
緒
に
読
ん
で
み
ま
す
と
、

登
校
拒
否
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

子
ど
も
の
立
ち
直
り
の
経
過
を

と
思
え
る
内
容
で
し
た
。
つ
い

涙
し
て
し
ま
う
よ
う
な
情
景
も

い
く
つ
か
書
か
れ
て
お
り
、
著

者
の
教
育
者
と
し
て
、
ま
た
教

育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
豊

富
な
経
験
を
感
じ
ま
し
た
。

後
書
き
に
、
い
じ
め
や
登
校

拒
否
な
ど
の
「
子
ど
も
の
問
題
」

の
ほ
と
ん
ど
が
、
親
や
教
師
を
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い
だ
り
す
る
こ

と
は
、
日
常
的

に
は
経
験
し
な

い
こ
と
だ
け

に
、
記
憶
に
も

家
庭
の
保
護

者
に
読
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思

っ
て
書
か
れ
た

の
で
は
な
い
か

お
の
こ
と
そ
の
成
長
ぶ
り
を
客

観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

孫
た
ち
に
と
っ
て
の
新
潟
の

夏
の
楽
し
み
は
、
何
と
言
っ
て

も
海
水
浴
と
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本

海
で
す
。
親
と
一
緒
に
砂
浜
で

遊
ん
だ
り
、
波
に
も
ま
れ
て
泳

マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
で
の
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
で
は
、
３
�
も
あ

る
大
き
な
イ
ル
カ
が
水
面
か
ら

６
�
も
の
高
さ
に
あ
る
赤
い
ボ

ー
ル
に
向
か
っ
て
の
ジ
ャ
ン
プ
、

超
高
速
の
泳
ぎ
や
反
転
す
る
様

子
な
ど
、
い
ず
れ
も
人
間
を
越

え
る
優
れ
た
能
力
に
感
動
し
畏い

軸
に
し
て
、
家
庭
に
お
け
る
親

や
兄
弟
と
の
関
係
、
学
校
に
お

け
る
い
じ
め
と
い
じ
め
ら
れ
る

子
ど
も
た
ち
あ
る
い
は
そ
の
家

庭
と
の
関
係
、
先
生
と
子
ど
も

の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
心
理
的
状
況
を
中
心
に

実
に
よ
く
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
と
す
る
「
大
人
の
問

題
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く

と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
青
少
年
の
育

成
に
は
、
ま
さ
に
家
庭
を
中

心
と
し
た
親
か
ら
子
へ
の
人

間
と
し
て
の
生
き
様
を
伝
え

る
繰
り
返
し
の
訓
練
や
、
子

ど
も
の
個
性
や
能
力
を
見
守

り
続
け
る
確
か
な
目
を
持
つ

大
人
の
役
割
が
大
切
な
こ
と

だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
夏
休

み
で
あ
り
ま
し
た
。

孫
と
の
夏
休
み

9 /１２から 「阿部展也」展
あ  べ の ぶ やの ぶ や

9 /１２から 「阿部展也」展
あ  べ の ぶ や

太郎（1949年）県立近代美術館蔵

市
美
術
館
で
は
、
「
阿
部
展

也
」
展
を
９
月
12
日
か
ら
10
月

22
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。

同
展
は
、
生
涯
を
通
し
て
新

た
な
表
現
の
可
能
性
に
挑
戦
し

続
け
た
、
阿
部
展
也
（
１
９
１

３
〜
１
９
７
１
）
の
作
品
展
で

す
。
絵
画
作
品
99
点
を
中
心
に
、

写
真
、
版
画
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

約
１
７
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

五
泉
市
出
身
の
阿
部
展
也
は
、

独
学
で
絵
画
を
学
び
、
独
立
美

術
協
会
展
に
入
選
。
そ
の
後
、

数
々
の
美
術
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
な
が
ら
超
現
実
主
義
的
な
作

品
を
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

戦
後
は
、
戦
争
体
験
を
基
に

極
限
的
な
人
間
の
姿
を
描
き
出

し
、
形
態
は
次
第
に
立
体
派
的

な
表
現
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま

す
。
一
方
、
日
本
美
術
家
連
盟

代
表
と
し
て
、
イ
ン
ド
、
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
を
訪
問

し
、
異
文
化
と
の
接
触
が
阿
部

の
表
現
と
思
考
に
強
い
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

昭
和
37
年
か
ら
は
単
身
で
ロ

ー
マ
に
定
住
。
そ
の
生
活
の
中

で
、
阿
部
の
作
品
は
抽
象
的
傾

向
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
旺
盛

お
う
せ
い

な
発
表
活
動
と
並

行
し
て
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
や
東
欧

美
術
の
研
究
、
世
界
の
美
術
を

リ
ー
ド
し
た
巨
匠
フ
ォ
ン
タ
ー

ナ
な
ど
と
交
流
を
も
ち
、
彼
ら

の
美
術
を
日
本
に
紹
介
す
る
な

ど
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

同
展
で
は
、
阿
部
の
芸
術
に

お
い
て
最
も
重
要
で
あ
り
な
が

ら
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
イ
タ
リ
ア
で
の
活
動
に
も

触
れ
、
日
本
の
戦
後
美
術
史
に

お
け
る
彼
の
仕
事
の
意
味
を
探

り
ま
す
。

日
時

９
月
12
日
〜
10
月
22
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半
（
初

Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ
（
１
９
６
８
年
）
高
松
市
美
術
館
蔵

市
で
は
、
沿
岸
漁
場
整
備
開

発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
南
浜

沖
に
人
工
魚
礁
を
設
置
し
ま
し

た
。同

事
業
は
、
沿
岸
漁
業
の
安

定
的
な
発
展
と
水
産
物
の
供
給

増
大
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も

の
。
岩
礁
地
域
な
ど
に
、
魚
類

が
集
ま
り
良
好
な
漁
場
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
に
倣
い
、
海
底
に

鋼
製
の
人
工
魚
礁
を
設
置
し

て
、
良
好
な
漁
場
を
造
成
し
ま

す
。今

回
南
浜
沖
に
は
、
大
き
さ

６
２
８
立
方
�
、
重
さ
約
33
�

の
魚
礁
を
１
基
、
大
き
さ
３
６

８
立
方
�
、
重
さ
約
30
�
の
魚

礁
を
２
基
設
置
。
ア
ジ
や
イ
ワ

シ
な
ど
の
浮
魚
か
ら
ヒ
ラ
メ
な

ど
の
底
魚
ま
で
、
幅
広
く
魚
が

集
ま
り
ま
す
。

今
後
も
、
南
浜
沖
、
真
砂
町

沖
、
関
屋
沖
に
、
２
・
３
年
ご

と
に
新
し
い
魚
礁
を
設
置
し
て

い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

水
産
課
（
�
内

線
２
５
９
３
）
へ

市
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
10
月
15
日
に
開
催
予
定
の

「
ス
ワ
ッ
プ
ミ
ー
ト
」
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
は
個
人
、
グ
ル
ー
プ
と

自
由
で
す
。
あ
な
た
の
部
屋
に

眠
っ
て
い
る
衣
類
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
家
具
、
電
化
製
品
な
ど

を
整
理
し
て
店
を
開
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

10
月
15
日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
悪
天
時
は
10
月
22

日
に
順
延
）

会
場

鳥
屋
野
潟
公
園
向
い
駐

車
場

店
鋪
数

先
着
５
０
０
店

申
し
込
み

９
月
10
日
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
に
電
話
（
�
２

４
９
・
５
６
０
０
）
で
受
け
付
け

※
詳
し
く
は
、
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

公
民
館
、
万
代
市
民
会
館
、
青

少
年
課
に
あ
る
チ
ラ
シ
に
記
載

問
い
合
わ
せ

市
青
年
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
�
２
４
６
・
７
７
１

１
）
へ

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
本
市

の
歴
史
に
親
し
み
、
学
ん
で
も

ら
お
う
と
開
講
し
て
い
る
「
に

い
が
た
歴
史
塾
」
の
一
環
と
し

て
、
10
月
４
日
か
ら
５
回
に
わ

た
り
「
郷
土
史
講
座
」
を
開
講

し
ま
す
。

同
講
座
は
「
交
通
か
ら
見
た

越
後
の
古
代
」
「
江
戸
時
代
の

西
蒲
原
地
域
の
他
所
稼
ぎ
」

「
鮭
の
大
助
と
王
瀬
長
者
の
伝

説
」
な
ど
を
題
材
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
切
り
口
で
新
潟
の
歴
史
を

学
ぶ
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
本
市
の
成
り

立
ち
や
歴
史
を
、
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
４
・
11
・
18
・

19
・
31
日
午
後
６
時
〜
８
時

会
場

中
央
公
民
館

定
員

１
５
０
人

参
加
費

１
３
０
０
円

申
し
込
み

９
月
22
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
、
緑
町
３
４
３

７
・
８
郷
土
資
料
館
（
�
２
２

８
・
３
２
５
９
）
へ
　
※
応
募

多
数
の
場
合
抽
選

10
月
４
日
か
ら�
郷
土
史
講
座
�

日
は
午
前
11
時
か
ら
。
月
曜
と

10
月
10
日
は
休
館
。
10
月
９
日

は
開
館
）

観
覧
料

前
売
り
６
０
０
円

（
大
学
生
・
高
校
生
４
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
５
０
円
）

※
当
日
は
２
０
０
円
（
小
・
中

学
生
は
１
５
０
円
）
増
し

問
い
合
わ
せ

同
館
（
�
２
２

３
・
１
６
２
２
）
へ

�
作
品
鑑
賞
会

日
時

９
月
17
日
〜
10
月
22
日

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
か
ら

※
10
月
１
日
は
手
話
通
訳
あ
り

申
し
込
み

当
日
直
接
同
館
へ

�
公
開
講
座

期
日
・
内
容

９
月
30
日
・
イ

タ
リ
ア
に
お
け
る
阿
部
展
也
、

10
月
14
日
・
阿
部
展
也
の
遺
し

た
写
真

時
間

各
日
午
後
２
時
か
ら

申
し
込
み

当
日
直
接
同
館
へ

沼 垂 図 書 館 読 書 会
日時 ９月20日午前10時～正午
テーマ図書 「水の中のふたつの月」乃南
アサ著（角川文庫）
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�241-4116）へ

大形公民館 ぞうり作り講習
日時 ９月16日午後１時半～４時
定員 先着15人　参加費 300円
申し込み 同館（�270-8133）へ

ボランティアによる絵本を楽しむ会
テーマ 月　つき　対象 幼児以上
申し込み 当日直接会場へ
期　日 時　間会場・問い合わせ

沼垂図書館（�241-4116）
鳥屋野図書館（�285-2372）
坂井輪図書館（�260-3242）

午前11時～同45分
午前10時半

～11時15分
９・９

東 地 区 公 民 館
申し込み 同館（�241-4119）へ
�谷恒先生による子育て相談
日時 ９月14日午前10時～正午
定員 先着３人　※相談時間は１人30分
�通船川～親子舟ウオッチング
日時 ９月17日午前９時半～午後３時
内容 通船川を舟に乗って観察
対象 小学生と親先着30人（小学４年生
以下は保護者同伴）
参加費 一般1,000円、小学生500円（親
子で参加の場合は１組1,300円）
�水の実験と講演会
日時 ９月23日午後１時半～３時半
会場 沼垂小学校
内容 講演「天気のふしぎ…雨はどこか
らふってくるの？」入田央（新潟地方気
象台予報課長）、実験　
対象 小学生と保護者先着40組、中学生
以上先着20人

広 報 テ レ ビ 案 内
さわやか新潟 「にいがたの歴史を知ろ
う！」
ＢＳＮ　きょう３日10:30～11:00
※手話通訳付き
新潟市政ニュース
ＮＳＴ　きょう３日 8:55～9:00
すこやか新潟
ＴｅＮＹ　きょう３日11:25～11:30
にいがた子どもの広場
ＮＴ２１　きょう３日17:55～18:00

中高年齢者就職支援事業 パソコン講習
日時 10月２日～11月30日毎週月・水・
木曜日午前９時～正午
会場 新潟地域職業訓練センター
内容 パソコンの基本操作
対象 45歳～64歳で求職中の人20人
申し込み ９月13日（必着）までに所定
の申込書と返信用はがきを直接または郵
送で、〒951-8550産業企画課勤労福祉室
（�内線2534）へ　※応募多数の場合抽選

魚
礁
の
設
置
作
業

市役所周辺駐車場案内
市役所本館および分館の駐車場が混雑

している場合は、白山公園または陸上競
技場の駐車場を利用してください。
※市役所の用務での利用は、市役所駐車
場と同じ取り扱いとなります
�９月中旬までに周辺駐車場の混雑が予
想される日
期　日
３～６
７

８・10
11

夜
午後・夜
午後
夜

13
14
15
16

午後
夜

午後・夜
夜

時間帯 期　日 時間帯

中央公民館 ユースセミナー
日時 ９月19日～10月17日毎週火曜日
午後７時～９時
内容 ＮＯといえない日本人？、人前度
胸学、おしゃれは言葉から、ほか
対象 18歳～39歳の人先着20人
申し込み 同館（�223-7070）へ


